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要 旨
　フェロー諸島においてフェロー語で伝承されているバラッドの中に，アーサ
ー王伝説等を題材にしたと考えられる作品 Ívint Herintsson（『ヘリントの息子ウ
ィヴィント』）がある。この作品の物語には，中世のアイスランドで著されたサ
ガ（saga）と呼ばれる散文の書物の一つで，アーサー王伝説に題材を取った作
品 Ívens saga（『イーヴェンのサガ』）の物語の影響が色濃く見られるが，このバ
ラッドの物語中，Ívens sagaとは相違が見られる箇所の中に，グラスゴーの司教
Kentigern（ケンティゲルン）を扱った聖人伝 Vita Kentigerni（『聖ケンティゲ
ルン伝』）のHerbert（ハーバート）版の内容と類似が見られる箇所が存在する。
本稿ではフェロー語バラッド Ívint Herintssonの物語とHerbert版Vita Kentigerni
の内容の類似点と相違点，および関連他作品との関係のありよう等を手掛かり
に，上記フェロー語作品の物語と Herbert 版 Vita Kentigerni の内容との関連性
の有無を明らかにすることを試みる。
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₁ ．は じ め に
　現在，デンマーク自治領のフェロー諸島などで使用されているフェロー
語によって今日まで伝承されている多数のバラッドの中に，Ívint Herintsson1）
（『ヘリントの息子ウィヴィント』）と呼ばれる，アーサー王伝説等に題材を取
ったと考えられる作品がある。この作品は18世紀後半から19世紀半ばにか
けて，一般に A，B，C と呼ばれる ₃ つのヴァージョンが採録されている。
いずれのヴァージョンも複数のバラッドから構成されるバラッド・サイク
ルで，作品の大筋は ₃ ヴァージョン間で共通している。バラッド・サイク
ル全体は，A ヴァージョンでは下記の計 ₅ つのバラッドから構成されてい
る2）：
　Ⅰ．Jákimann kongur「ヨアチマン王」（80スタンザ）
　Ⅱ．Kvikilsprang「クヴィチルスプラング」（60スタンザ）
　Ⅲ．Ívints táttur「ウィヴィントのバラッド」（80スタンザ）
　Ⅳ．Galians táttur fyrri「ゲァリアンのバラッド 第一部」（100スタンザ）
　Ⅴ．Galians táttur seinni「ゲァリアンのバラッド 第二部」（60スタンザ）
　バラッド・サイクル全体としてのこの作品の物語は，表題になっている
人物 Ívint Herintsson の父 Herint の求婚話（Ⅰ），Herint の息子 Ívint および
Ívint の兄弟達の冒険（Ⅱ，Ⅲ），さらには Ívint の息子 Galian の冒険（Ⅳ，Ⅴ）
によって構成されている。この Ívintの父Herintの求婚相手の兄が，アーサ
ー王のことと考えられる Hartan（ハシュタン）王である。
　Ívint Herintsson を扱った先行研究ではしばしば物語の素材に焦点が当て
られ，特にアーサー王物語のモチーフの痕跡についてはKölbing（1875）3）や
Liestøl（1915）4），Kalinke（1996）5），Driscoll（2011）6）らによって，いくつか
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の点が指摘されてきた。これら Ívint Herintsson において指摘されているア
ーサー王物語の痕跡は，いずれもアーサー王伝説に題材を取ったアイスラ
ンド語の作品とフェロー語バラッド Ívint Herintsson との間でモチーフの共
通が指摘されているものであるが，これらのアイスランド語作品はいずれ
も，フランス語圏の詩人 Chrétien de Troyes のフランス語作品（いずれも12
世紀後半のものとされる）が13世紀にノルウェー語に翻案された後，それが
さらにアイスランド語に翻案されたと考えられ，現在ではアイスランド語
の写本によって伝承されている作品群（いずれについてもノルウェー語の写本
は現存せず）である。先行研究で指摘された，本作におけるアーサー王物語
の痕跡のうち，特に本稿で扱う問題と関わりのある点は以下のものである：
₁  ．主人公の Ívintの名がChrétienのYvain（『イヴァン』）の主人公Yvain，
あるいは Yvain がノルウェー語を経てアイスランド語に翻案された作
品とされる Ívens saga（『イーヴェンのサガ』）の主人公 Íven の名と類似
し，Ívintの名はYvain / Ívenに由来するのではないか（Kölbing 1875: 397; 
Liestøl 1915: 180; Kalinke 1996: 249; Driscoll 2011: 177）。
₂  ．Hartan 王。A ヴァージョンでは Hartan と表記され，B，C では語頭
の H のない Artan（アシュタン）と表記されるが，これがアーサー王の
名と類似し，かつ作品中，
Tað var siður í ríkinum, / tá Hartans dagar vóru, / eingin skuldi at 
borði ganga, / uttan ný tíðindi bóru.  ハシュタン王の御世では国では
このような慣わしだったのだが，新しい知らせがもたらされること
がなければ，何人も食卓へ行くことはならなかった。（A，Ⅳ，第 ₃ ス
タンザ，210頁）7）
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という記述が（特にＡヴァージョンにおいては繰り返し）登場するが，こ
れは他言語圏のアーサー王文学に描かれたアーサー王の習慣でもある
（Kölbing 1875: 397; Liestøl 1915: 180; Kalinke 1996: 249; Driscoll 2911: 177）。
₃  ．第Ⅳバラッド冒頭で鹿狩りが行われた晩，Ívint は未亡人と一夜をと
もにし，彼女に子どもを孕ませるが，妙齢の未亡人というモチーフは
Yvainおよび Ívens sagaにも登場する（Kalinke 1996: 249; Driscoll 2011: 177）。
₄  ．第Ⅴバラッドで ÍvintとGalianの父子が一騎打ちをするが，こうした
親族との争いはアーサー王物語に見られる素材である（Kalinke 1996: 
249）。
ここで，Ívint Herintsson との間でモチーフやエピソードの共通が指摘され
ているアイスランド語作品として Ívens saga（『イーヴェンのサガ』）と呼ばれ
る作品が登場している8）。中世アイスランドでは「サガ（saga）」と呼ばれ
る散文の書物が多く書き著され，フェロー語のバラッドにはサガ作品と題
材の共通するバラッドが何点も伝承されている。
　本作 Ívint Herintsson に関しては，第Ⅰバラッド，第Ⅱバラッドについて
は，それぞれ現存するサガ作品（アーサー王伝説に題材を取ったものではない）
との物語の類似性が指摘され（Liestøl 1915: 168-179 / Kalinke 1996: 249 / Driscoll 
2011: 177），第Ⅳバラッドと第Ⅴバラッドからなる部分については，詳しく
は後述のように，Yvainや Ívens sagaの物語の痕跡が比較的はっきりと確認
でき，Liestøl（1915）では，少なくともこの第Ⅳ・第Ⅴバラッドからなる部
分については，アーサー王伝説に題材を取った現存しないサガ作品（外国
語原典に忠実な翻案物ではなく，それらからモチーフなどを借用してアイスランド
で独自に物語が作られた作品）が原典として存在したのではないかと指摘され
ている（Liestøl 1915: 188）。
　しかし，過去の研究では，本作品の主要登場人物の人物像や，作品全体
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の構造から見た登場人物の位置づけ，登場人物間の人間関係についての分
析，それらの ₃ ヴァージョン間の比較，およびそれらについての他言語圏
のアーサー王文学との比較などは行われておらず，そこで拙稿（2014）9）で
は，本バラッド・サイクルの物語構造の特徴を明らかにし，その上で，本
作の主要登場人物の中でも特に主人公の Ívintとその息子Galianに焦点を当
て，両者のプロット上での位置づけを浮き彫りにし，それらを，Chrétien
の Yvain および Ívens saga における対応人物達のケースと比較を行った。
　そこで本稿では，特に Yvain や Ívens saga の物語の痕跡が比較的はっき
りと確認でき，主人公の Ívint が作中で深い関わりを持つ未亡人が登場する
₂ つのサブ・バラッドである第Ⅳ・第Ⅴバラッドに焦点を当て，主人公 Ívint
と未亡人の言動ないしは両者のプロット上の歩みについて，特にこの両者
の相互の関わりを中心に取り上げたい。
　と言うのも，本作の主人公 Ívint の名は Chrétien の作品 Yvain の主人公
Yvain ないしは Ívens saga の主人公 Íven に由来すると考えられ，また，詳
しくは後述するが，フェロー語作品 Ívint Herintssonの中で Ívintが深い関わ
りを持つ未亡人の人物像や作品中の位置づけには，Chrétien の Yvain およ
び Ívens sagaにおいてそれぞれの主人公Yvain / Ívenが深く関わる相手であ
る，いわゆる「泉の貴婦人」（Chrétien 作品では Laudine という名の女性である
が，サガでは名前は記されず）の痕跡が窺える。しかし，この未亡人の人物像
や作品中の言動については，先行研究では先に記したように「鹿狩りが行
われた晩，Ívint は未亡人と一夜をともにし，彼女に子どもを孕ませるが，
妙齢の未亡人というモチーフは Yvain および Ívens saga にも登場する
（Kalinke 1996 / Driscoll 2011）」との指摘があるだけで，具体的な人物像の考
察や Yvain や Ívens saga の泉の貴婦人のケースとの比較は行われていない。
　本稿では，特にフェロー語バラッド Ívint Herintssonにおける Ívintと未亡
人の相互の関わり合いに焦点を当て，本作と共通するモチーフの存在が指
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摘されているサガ作品 Ívens saga や Chrétien 作品 Yvain における対応人物
のケースと比較し，各々の特徴を明らかにしたい。その上で，フェロー語
バラッドにおける Ívint と未亡人の言動や作中の歩みに関して Ívens saga や
Chrétien 作品とは相違が見られる箇所のうち，フェロー語バラッドの方と
共通性が見られる箇所を有するスコットランドの聖人伝Vita Kentigerni『聖
ケンティゲルン伝』の ₁ ヴァージョン（12世紀の作とされる）に記された
Kentigern の両親をめぐるエピソードの内容と比較し，本聖人伝の内容と
フェロー語バラッド Ívint Herintsson の物語との関係の有無を探りたい。
₂ ．フェロー語バラッド Ívint Herintssonの第Ⅳ，第Ⅴバラッドにお
ける Ívint と未亡人
2.1．第Ⅳ，第Ⅴバラッドにおける Ívint と未亡人の歩み
　Ívint が関わりを持つ未亡人が登場するのは第Ⅳバラッド Galians táttur 
fyrri と第Ⅴバラッドの Galians táttur seinni である。この ₂ つのサブ・バラ
ッドの梗概は以下のとおりである：
Ⅳ．Galians táttur fyrri「ゲァリアンのバラッド 第一部」
Hartan 王の城市を野生の鹿が走り回っているとの情報があり，鹿狩りが
行われ，Ívint も参加。鹿は捕まえられず，その晩，Ívint はある裕福な未
亡人の館で宿を取るが，未亡人の意に反して未亡人と肉体関係を持つ。
未亡人は子どもを宿す。翌朝 Ívint は，「いつ帰って来るのか」との未亡
人の問いに，「自分が帰って来るのを期待するな」と答え，Ívint は出発
する。裏切られたと思った未亡人は毒入りの飲み物を Ívintに飲ませ，Ívint
を長期間病床に置くことで復讐しようとする。Ívint は Hartan 王の宮廷
に着く頃には発病しており，宮廷の上階の部屋で病床に伏す。 ₉ ヶ月後，
未亡人は男児を出産。男児は母親のもとで育ち，武勇に優れた若者へと
― 267 ―
アーサー王伝説を扱ったフェロー語バラッドの物語に見られる……
成長するが，ふとした機会に父のことを耳にし，母から詳細を聞き出す
と，「もしそなたが父に危害を加えたのであれば，すぐに死んでもらう」
と母に対し剣を抜いて身構えるが，母から，「自分の母親を殺すとは狂っ
た（galin）人間だ」と言われると，男児は自分が Galian（ゲァリアン）と
いう名で呼ばれることを求める。Galian は母から父 Ívint の病を癒す飲み
物を渡され，Hartan 王の宮廷へ向かう。母からは，苦境に陥ったら母を
思い出すように言われる。Hartan 王の宮廷で Galian は病床の Ívint に面
会し，母からもらってきた飲み物を飲ませると Ívint は快癒し，周囲は喜
ぶ。
Ⅴ．Galians táttur seinni「ゲァリアンのバラッド 第二部」
Hartan 王は毎年クリスマスに「北の入江（Botnar norður）」と呼ばれる場
所に臣下を派遣する習慣があった。「お前はまだ若すぎる」との Hartan
王の制止を振り切り，Galian は「北の入江」へ向かい，多くの怪物を捕
らえ，巨人一人を斃す。Galian が巨人の住処へ行くと，ある美しい乙女
が座っている。彼はその乙女を連れてゆく。Galian は龍が飛んでいるの
を目にし，龍に向かってゆく。彼は馬もろとも龍に飲み込まれるが，剣
で自らを解放する。大量の血にまみれ，地面に横たわるが，心の中で母
に助けを求めると，母が飲み物を持って現れる。それを飲み，体力を取
り戻した Galian は，かの乙女を連れて Hartan 王のもとへ向かう。Galian
が宮廷までやって来ると，その前には彼を息子だとわからない Ívint がお
り，Ívint の求めで Galian は彼が連れてきた乙女をめぐって Ívint との一
騎打ちを行う。やがて Galian は剣を鞘にしまい，正体を明かし，一騎打
ちは終わる。Galian は父 Ívint に，かつて自分を孕ませてほどなく捨てた
母と結婚するよう命じる。Ívint は Galian の母を娶り，Galian は「北の入
江」から連れてきた乙女と結ばれる。
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　そこで次に，この未亡人の言動や人物像，および作品中の歩みに関し，
共通するモチーフが存在する Ívens saga および Chrétien 作品のケースと比
較したい。なお，Ívens saga の物語は基本的には Chrétien 作品の物語を踏
襲したものであり，以下，Ívint Herintsson における主人公 Ívint と未亡人の
歩みを Ívens saga および Chrétien 作品における対応人物のケースと比較考
察する際には，Ívens saga および Chrétien 作品のケースについては，アイ
スランド語による Ívens saga の方のみを代表として取り上げる形にしたい。
2.2．Ívens saga における Íven と泉の貴婦人の関わり
　ここでは，フェロー語バラッド Ívint Herintssonにおける主人公 Ívintと未
亡人の歩みの比較対象となる Ívens saga における Íven と泉の貴婦人の言動
および作中の歩みについて整理したい。Ívens sagaにおける両者の歩みは以
下のとおりである：
Íven はある不思議な泉のある国へ行き，泉の守り手でもあったその国の
領主と戦ってこれを斃す。未亡人となった泉の貴婦人が夫の葬列で嘆き
悲しむ姿を見て Íven は彼女に惚れ込む。貴婦人は侍女 Lúneta より，新
しい泉の守り手の必要性から亡き夫の殺害者を新しい夫に迎えるよう勧
められると，当初は激昂して反対するも，やがて Lúneta の意見の正当性
を認め，夫の殺害者である Íven を新しい夫に迎える。Artús 王（アーサー
王）の一行が訪れた後，Íven が親友の Valven の助言を受け，再び Artús
王の一行と冒険を求めての旅に出たいと申し出ると，貴婦人は ₁ 年で帰
って来ることを条件にそれを認める。しかし，Íven は期限までには帰ら
ず，Ívenのもとに貴婦人の使者を通じて，貴婦人からの絶縁が伝えられ，
Ívenはショックで正気を失う（後に通りがかりの人物に魔法の薬で癒され，正
気を取り戻し，その人物への返礼も行う）。その後，Lúneta は泉の国の執事
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の一派から反逆罪で告発されるが，彼女を守るために決闘裁判で戦うこ
ととなった Íven が執事の一派を負かし，Lúneta の潔白が証明されると，
Íven は貴婦人と面会するも，貴婦人は目の前の騎士が Íven だとは気づか
ない。Íven は一旦泉の国を去る。その後，大きな ₂ つの戦いを経た後，
Íven は Lúneta の機転を利かせたとりなしで貴婦人と和解する。
そこでフェロー語バラッド Ívint Herintsson における主人公 Ívint と未亡人，
および Ívens saga における Íven と泉の貴婦人のそれぞれの作品中の歩みを
比較してみたい。
2.3．Ívint と未亡人の関わりと，Íven と泉の貴婦人の関わりの対比
　まず，両作品中の二人の歩みの共通点であるが，フェロー語バラッド
Ívint Herintsson における Ívint と未亡人の相互の関わりについては，基本的
な枠組みにおいては Ívens saga における Íven と泉の貴婦人の設定や両者の
歩みをそのまま受け継いでいると言え，それが Ívint と未亡人の関わりと，
Íven と泉の貴婦人の関わりとの共通点となっている。その基本的な枠組み
とは，「主人公の騎士は問題の女性と出会うが，その女性は主人公の騎士が
作品中で初めて出会った時点で未亡人であり，主人公の騎士は，作中で一
旦はその未亡人のもとを去り，そのことで未亡人から激しい不興を蒙り，
主人公の騎士は精神または肉体を病むが，最後には和解し，未亡人と結ば
れる」というものである。
　しかし，Ívint と未亡人の関わりと，Íven と泉の貴婦人の関わりとの間に
はいくつか重要な相違点も確認できる：
①フェロー語バラッドの未亡人／サガにおける泉の貴婦人が，Ívint / Íven
と作品中で初めて会った時点で未亡人であるのは共通する要素であるが，
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泉の貴婦人は Íven の行い（その時点での泉のある国の領主を決闘で斃す）に
よって未亡人となったのに対し，フェロー語バラッドの未亡人について
は，彼女が未亡人となった経緯をめぐる記述はなく，Ívint の小姓の発言
によれば，Ívint が訪れた時点で15年間男性と寝ていないとされる：
hon hevur ikki hjá manni sovið / í fimtan vetra skeiða. 彼女は15冬10）の
間，殿方の傍では寝ておりません。（A，Ⅳ，第16スタンザ，₃-₄行，211頁）
② Ívens saga の Íven は貴婦人を一目見て彼女に惚れ込み，そこで一旦は
彼女と結婚するが，フェロー語作品の Ívint は作品途上で未亡人のもとに
泊まった時点では，肉体関係は持つが，Ívint に結婚の意志があったとの
記述はなく，そもそも Ívint が彼女に恋愛感情を抱いていることを示す記
述もない。
③上記の②と関連し，Ívens saga の Íven は誰から説得されるまでもなく
自発的に一旦貴婦人のもとを去る，というのではなく，あくまで Valven
の説得を受けてであり，しかも当人が出発時に貴婦人に語っている限り
では，当初は期限までに帰るつもりだったのが窺える：
Þa s（agdi） Iv（ent） þu setr mer oflangann stefnu d（ag） þui ath ek vil æ 
sem fyrst finna ydr. するとイーヴェンは言った，「あなた様は私にあま
りに長い期限を設けられます。なぜなら私は常に，少しでも早くあな
た様にお会いしたいからです。」（80頁）11）
そして，期限を過ぎたことを悟るとショックで悲しみに捕らわれる：
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Iu（ent） hugsadí til ath vm var lidit þann tíma er hans fru hafdí honum 
sett. Var hann nu suo angrs fullr ath naligga gek hann af vítínu ok 
skammadizst sialfs síns firir ódrum Riddurum.　イーヴェンは，奥方が
彼に定めた期日が過ぎてしまったことに思い至った。彼は悲しみでい
っぱいになって，ほとんど正気を失いそうになり，他の騎士達を前に
大変恥ずかしい思いに捕らわれてしまったのである。（82頁）
一方，フェロー語バラッドの Ívint は未亡人のもとで一泊し，翌日には
Ívint は誰から説得されるでもなく自らの意志で未亡人に別れを告げ，彼
女のもとを立ち去る：
So lystir meg til hallar at ríða, / sum dreingir drekka vín, / skemta tær 
eftir við gull og fæ, / tú tarvt ikki vænta mín!　そうして私は王宮へと馬
で赴き，勇士よろしくワインを飲みたいのだ。あなたは残って金
きん
や財
産で楽しんでいればいい。私が戻って来るのを楽しみにしている必要
はない。（A，Ⅳ，第30スタンザ，212頁）
④ Ívens saga では，泉の貴婦人は Íven が帰国の期日を守らなかった折，
使者を通じて絶縁の意志を伝えるが，その結果 Íven が一旦破滅に陥るこ
とまで彼女が意図ないしは想定していたことを示す記述はない：
　　（₁）Íven が旅立つ際の貴婦人の言葉：
︙ath þu kom aptr eigi seinna enn áá xíj manada frestí. enn ef þu giorir 
eigi suo ok hafnar þu mer ríufandí eid þínn. þa skalt þu afsetr allrí mínní 
ast vm alla þína lífs daga. ok vera sneyptr millum allra dugandí manna 
þeirra er med sæmdum fæ ser pusu. 「……12か月が過ぎるまでに，お戻
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りいただきたいのです。もしそのようにしていただけず，私に対し，
あなた様のお誓いをお破りになった際には，あなた様がお命ある限り，
私の愛を受け取ることはできず，奥様をお持ちの名誉ある勇猛な方々
の間で恥を蒙っていただきます。」（79-80頁）
　　（₂）Íven が期日を守らなかった際の使者の言葉：
nu sendi hon þer þau ord. ath þv vitir hennar alldri optar ok send henni 
fíngur gull sítt.　「……奥方様は，あなた様へのお言葉をお託しになり
ました。あなた様は二度と奥方様にお会いになることはできず，奥方
様の指輪（イーヴェンの出発時に貴婦人が彼に与えたもの）も返していただ
きたいということです。」（85頁）
一方，フェロー語バラッドでは，未亡人は（BC 両ヴァージョンでは），「ウ
ィヴィント，あなたは私を無理やり抱きましたね。つらい思いをしたの
ですよ。そのため，あなたには15冬の間，病で寝床に臥せっていてもら
います。……そのため，あなたには15冬の間，臥せっていてもらいます，
一生の間ずっとですよ（Ívint, tú tókst við neyðum meg, / tungt mundi sorgin 
falla, / fyri tað ligg tú fimtan vetur / sjùkur á tíni song! / ︙︙ / fyri tað ligg tú fimtan 
vetur / aldur og ævi alla!）（B，Ⅲ，第25-₆ スタンザ，224-₅頁）」と呪いの言葉
を浴びせ12），（AB 両ヴァージョンでは）毒入りの飲み物を飲ませることか
ら13），事実上，復讐として Ívint に身体的な害を与える明確な意図がある
と言えよう。
⑤ Ívens saga の Íven は最初に泉の国を後にするまでの段階で貴婦人との
間で肉体関係を持つとの記述はなく，そもそも作品全体を通じで貴婦人
が Íven との間に子を儲けることはない。一方，フェロー語バラッドの
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Ívintは，未亡人が「私の苦しみを増やさないでいただきとうございます。
寝床であなた様の傍に寝てくださる麗しきご婦人を手配してあげましょ
う（»︙／ eyka mær ei ta sprongd, / eg skal fáa tær fagurligt fljóð / at sova hjá tær í 
song.«）（A，Ⅳ，第20スタンザ，₂-₄行，211頁）」と言って乗り気でないにも
かかわらず，彼女と肉体関係を持ち，子を孕ませてしまう。
⑥未亡人／泉の貴婦人が最後に Ívint / Íven と結ばれる点に関し，Ívens 
sagaの Ívenは自ら貴婦人と結ばれることを望み，Lúnetaのとりなしで実
現するが，フェロー語作品の Ívint は最後まで未亡人と結ばれるのを望ん
でいることを思わせる記述は存在せず（そもそも未亡人のことが Ívint の意識
に上ったことを示す記述すらなく），クライマックスにおける Ívint と Galian
の一騎打ちの後，Galian から未亡人との結婚を命じられて彼女のもとへ
向かうと，未亡人から加えられた仕打ちに不満を漏らす（AB 両ヴァージ
ョンのみ）14）：
Svaraði Galian riddari: / »Yvirstaðið er hetta, / men annar okkara skal 
lívið láta / ella mína móður at ekta.«　騎士ゲァリアンは答えた，「終わ
りだ。我々のどちらかが命を失うか，それとも我が母を娶るかだ。」　
Tað var Ívint Herintsson, / heim í garðin fór, / úti tann hin ríka einkja / 
fyri honum stóð.　ヘリントの息子ウィヴィントは庭へと入ってゆくと，
表の彼の目の前にはかの裕福な未亡人が立っていた。　»Statt væl úti fyri 
mær, / einkjan tú hin ríka, / illa gjørdi tú, fagurligt fljóð, / tá tú ræð meg 
at svíkja.«　「かの裕福な未亡人よ，私の前にお出ましではないか。麗
しきお方よ，あなた様が私を欺こうとなさった折，あなた様は私に酷
いことをされましたぞ。」（A，Ⅴ，第50-52スタンザ，218頁）
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　すると，未亡人から次のように返され，二人は結ばれる（AB 両ヴァー
ジョンのみ）：
»Tú hevði havt mín heiður heima, / tí mundi eg teg møða, / men hoyr 
tú, Ívint Herintsson, / sjálv mundi eg teg grøða.«　「あなた様は私の名誉
を持ち去ってお帰りになられましたから，私はあなた様のご健康を損
なおうとしたのでございます。しかし，ヘリントの息子ウィヴィント
よ，お聞きください。あなた様を癒そうとしたのも私自身なのでござ
いますよ。」（A，Ⅴ，第53スタンザ，218頁）15）
　一方，サガでは Íven はひたすら謝るばかりで，貴婦人は，Lúneta のた
めの決闘裁判で戦った騎士（Íven のこと）を赦すとの誓いに束縛されてい
るのを理由にして Íven を赦す：
firir þann harm er enn sítr Jhug mer ok hann giordí mer af sinum 
suikum lygí ok hegoma. enn huersu mikit mer þikkir ath þuí vera. þa 
þarf þat nu eigi vpp ath telía þui ath ek verd vid hann ath sættaz ok 
samþykkiaz.　「……私が彼の裏切り，嘘，虚言によって受けた悲しみ
は，今もなお私の胸の内に残っているのです。でも，それが私にとっ
てどれだけつらいことであろうと，今はもはやそれをいちいち数え上
げて責めることはいたしません。なぜなら，私は彼を赦し，和解しな
ければならないからでございます。」（146-₇頁）　giarna vil ek taka vid 
þer þui ath ek vil eigi riufa eíd mínn ok vil ek nu giora orugga sætt med 
okkr ok samþykkí ok ospillileghann frid ok vndarlighann fagnath.　「 喜
んであなた様をお迎えいたします。なぜなら，私は決して自分のした
誓いを破りたくはないからです。私は私達の間に，確固たる和解と赦
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し，壊れることのない平和，驚くばかりの喜びをもたらします。」（147頁）
⑦ Ívens saga では，作品を伝える主だった写本の中では Stockholm46と
呼ばれる紙写本で伝わるものを除き，Íven が一旦貴婦人のもとを去って
から最後にLúnetaのとりなしで和解するまでの間に，Lúnetaのための決
闘裁判での勝利後に一度だけ貴婦人と対面するも，貴婦人が彼を Íven だ
とわからない，というエピソードがあるが（123-₄頁），フェロー語作品で
は，Ívintは未亡人のもとを去ってから，（AB両ヴァージョンでは）Galianに
未亡人との結婚を命じられて未亡人のもとを訪れるまで，彼女と対面す
ることはない。
　このように，Yvain や Ívens saga では Yvain / Íven と泉の貴婦人は肉体関
係を持つことはなく，Yvainや Ívens sagaにおける泉の貴婦人が作品中一貫
して Yvain / Íven から愛され続けていたのに対し，フェロー語バラッド作
品の未亡人は Ívint から一夜の慰みもののように扱われ，肉体関係を持たさ
れて子を孕み，その前後を問わず，一切彼から愛されることのない形へと
改変されている。また，フェロー語バラッドの未亡人は，自らの意に反す
る肉体関係を強要して翌朝には去ってゆく Ívint に自分が裏切られたと思う
と毒入りの飲み物を用いて彼に復讐しようとするのに対し，Ívens sagaの泉
の貴婦人は，一旦自分のもとを去った Ívenが帰国の期日を守らなかった折，
使者を通じて絶縁の意志を伝えるが，その結果 Íven がショックで正気を失
うことまで彼女が意図ないしは想定していたことを示す記述はなく，フェ
ロー語バラッドの未亡人の行動には，Ívens sagaの泉の貴婦人には見られな
い，自分をないがしろにした男性に対する意図的な復讐という要素が見受
けられる。
　そこで次に，フェロー語バラッド Ívint Herintssonにおける主人公 Ívintと
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れながらも，スコットランド聖人伝 Vita Kentigerni（『聖ケンティゲルン伝』）
の ₁ ヴァージョンにおける Kentigern の両親をめぐるエピソードとの間で
類似が見られる箇所について，以下に Ívint Herintsson と Vita Kentigerni と
の間で比較を行い，フェロー語バラッド Ívint Herintsson の物語と Vita 
Kentigerni の内容との関係性の有無について考察したい。と言うのも，
Kentigern の父は Ívint および Íven と同じく ₆ 世紀のウェールズの歴史上の
人物とされる，Rheged の王 Ulien の息子 Owein に由来するとされる Ewen
という人物だからである。
₃ ．スコットランド聖人伝Vita Kentigerniの ₁ ヴァージョンの内容
との関係性をめぐって
　既述のように，フェロー語作品では Chrétien 作品や Ívens saga とは異な
り，主人公 Ívint が未亡人と肉体関係を持ち，未亡人に息子を孕ませ，男児
を生ませることになる。Chrétien の Yvain はいくつもの言語に翻案されて
いるが，それら Chrétien の Yvain を直接の原典とする作品で，主人公の騎
士が泉の貴婦人と肉体関係を持ち，子を孕ませる形に改変されているもの
は少なくとも現存しない。しかし，Chrétien の Yvain と題材を同じくする
部分があるのではないかと指摘されている作品で，フェロー語バラッドの
Ívint Herintsson 同様，Yvain の対応人物が，自ら深い関わりを持つ婦人に
子を孕ませる点でフェロー語バラッドと共通性が見られるものが存在する。
12世紀に著されたとされ， ₂ つのヴァージョンが現存するスコットランド
の聖人伝 Vita Kentigerni のうち，グラスゴー司教 Herbert の命を受けて著
された方のヴァージョンである（the British Library 所蔵写本 Cotton Vitellius, C. 
ⅷで伝わる）16）。
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3.1．Vita Kentigerni とは
　Kentigern とは，₆-₇世紀に活躍したとされるグラスゴーの司教である。
Kentigern の聖人伝は二つ現存するが，ともに12世紀の作とされ，一つ目
のものは先に挙げたグラスゴー司教 Herbert（在位1147-64）の命を受けたグ
ラスゴー教会の聖職者によって書かれたもので，作者の名前は記されてお
らず，Kentigern の誕生までの部分しか現存していない。二つ目のものは
同じくグラスゴー司教 Jocelin（在位1174-99）がファーネスの修道士 Jocelin
に依頼して書かれたもので，こちらは Kentigern の誕生から死に至るまで
の内容が完全な形で遺されている。ここで問題になるのは先に挙げた司教
Herbertの命で書かれた方である。（以下，特に断りのない限り，Vita Kentigerni
との表記はこちらの Herbert の命で書かれた方のヴァージョンのみを指す。）
3.2．Vita Kentigerni の内容
　北部ブリタニアの Leudonia を統治していた Leudonus 王の娘 Thaney は
敬虔なキリスト教徒で，特に聖母マリアの処女性を崇敬していた。そんな
彼女にブリトン人の高貴な家系の出である Erwegende の息子 Ewen が恋心
を抱き，彼女との結婚を所望する。王女 Thaney は断るが，断られるほど
にEwenの恋心は募る。彼女の父王は娘に様々に優しい言葉をかけてEwen
の愛を受け入れさせようとするがうまくいかず，ついに父王は彼女にEwen
と結婚するか，それとも豚飼いの世話になるかのどちらかを選ぶよう迫る。
すると彼女は豚飼いの世話になる方を選び，父王の怒りを買う。この豚飼
いも敬虔なキリスト教徒であった。Ewen は自分の Thaney に対する愛がも
とで彼女が父王の覚えを悪くしたことに心を痛め，密かにある婦人を彼女
のもとへ送り，宥め賺させて彼女の愛を得ようとするが，うまくいかない
とわかると，Ewen は女性に変装し，彼女が豚の餌やりをしているところ
へしばしば訪れるようになる。ある日のこと，Thaney がある泉から流れ出
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ている早瀬の畔に一人で腰を下ろしていた折，Ewen は彼女に近づき，言
葉巧みに彼女を誘う。Ewen は自らの思いを遂げるのにふさわしいところ
へ Thaney を連れてゆくと，すぐさま彼女を抱き，彼女の必死の抵抗もむ
なしく，Thaney は子を孕ませられる。彼は思いを遂げると彼女への愛情は
薄らぎ，身を引いてゆく。彼女は自らの身に起きたことを隠そうとするが，
やがて彼女の妊娠は世の人々の知るところとなり，父王は国の掟に従い，
彼女に石打ちの刑を言い渡す。刑の執行者達は，王家の一員に石を投げる
ことに躊躇しつつも，刑の宣告を無視することはできず，そこで彼らは
Thaney を車に乗せて丘の頂上から突き落とす方法を取るが，彼女は生き延
びる。驚いた父王に役人が助言し，今度は彼女は網代舟に乗せられ，川の
河口から海に流されることになる。もし，彼女が生き延びる運命にあるな
ら，神が守ってくれるはずだというのである。果たして彼女は川の河口か
ら海に流されると，無事にある陸地に漂着し，そこで男児を出産する。そ
の知らせは，近くで聖職者達に講義をしていた Servanus に伝えられる。こ
の時，彼女が出産した男児が Kentigern である。（なお，Thaney の父王は彼女
が日々をともにした豚飼いをも死に至らしめようとするが，逆に，我が身を守ろう
とした豚飼いに殺される。）
3.3． Vita Kentigerni に記された Kentigern の両親をめぐるエピソードと，
Ívint Herintsson における Ívint と未亡人の歩みの比較
　このVita Kentigerniの内容に関しては，詳しくは後述するように，Loomis
（1949）17），Macqueen（1954/55）18）他によって Chrétien de Troyes のYvainの
物語との類似，および，Yvain と共通の素材に由来する部分を含むのでは
ないかという点がしばしば指摘されてきた。
　確かにChrétienのYvainにおけるYvainと泉の貴婦人との関わりと，Vita 
Kentigerni の内容とは以下の点において類似性が見られよう：
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① Vita Kentigerni に登場する Ewen と Chrétien 作品の主人公の Yvain は
ともに ₆ 世紀のウェールズの歴史上の人物とされる，Rheged の王 Ulien
の息子 Owein に由来するとされている（Vita Kentigerni では Ewen の名が初
出のところで「歴史物語ではウリエン（Ulien）王の子息エウェン（Ewen）と
呼ばれている（In gestis historiarum vocatur Ewen filius regis Ulien.）（245頁）」
との注釈）。
② Vita Kentigerni で Ewen が恋心を抱く対象となる Thaney の父は
Leudonus で，彼の国は彼の名に因んで Leudonia と名付けられた国だが，
Chrétien作品では泉の貴婦人Laudineに関し，「……ランデュック（Landuc）
のローディーヌ（Laudine），ランデュネ（Landunet）公爵の娘であった婦
人（︙Laudine de Landuc, / La dame qui fu fille au duc / Laudunet︙）（2151-53行，
60頁）19）」とある。
③ Chrétien 作品において，主人公の Yvain が恋愛感情を抱く相手である
泉の貴婦人の居城は，ある魔法の泉の近くである。一方，Vita Kentigerni
において，Ewen が恋心を抱く相手の Thaney に声を掛けるのはある川の
早瀬の畔であるが，その早瀬については「ある森の端の傍を流れる泉か
ら出た早瀬の畔に（secus torrentem cujusdam fonticuli prope cilium alicujus silve 
decurrentis）（246頁）」との記述がある。
④ Chrétien 作品では Yvain は泉の貴婦人に惚れ込み，念願叶って貴婦人
と結ばれた後，ほどなくしてアーサー王の一行と冒険を求めての旅に出
る方を優先して泉の貴婦人のもとを立ち去るが，Vita Kentigerni でも，
Ewen は Thaney 相手に思いを遂げると Thaney に対する愛情は薄らぎ，
彼女のもとを離れてゆく。
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　しかし，フェロー語バラッドの Ívint Herintsson については，以下に述べ
るように，Ívintと未亡人の言動や作中の歩みに関し，Ívens sagaやChrétien
作品とは異なりながら，Vita Kentigerni とは共通性が見られるという点が
存在する。
　と言うのも，先にも述べたが，Chrétien作品のYvainや Ívens sagaの主人
公 Íven は，泉の貴婦人に惚れ込んで貴婦人と結ばれた後，一旦泉の国を後
にするまでの段階で泉の貴婦人と肉体関係を持つとの記述はなく，そもそ
も作品全体を通じで泉の貴婦人が Íven との間に子を儲けることはない。し
かし，フェロー語バラッドの主人公 Ívint は，未亡人が Ívint との同衾に乗
り気でないにもかかわらず，Ívint は彼女と肉体関係を持ち，子を孕ませ，
その後，Ívint は未亡人の反対を押し切って彼女のもとを立ち去る。
　一方，Vita Kentigerni では，Ewen は Leudonia 王女 Thaney に恋心を抱
き，彼女との結婚願望を抱くも叶わず，思いを募らせた末に，女性を装っ
て彼女に乱暴し，子を孕ませる。その後，彼女に対する恋心は冷め，彼女
のもとから身を引いてゆく。
　勿論，フェロー語の Ívint Herintssonにおける Ívintと未亡人との関わり合
いと Vita Kentigerni の物語には相違点も存在する：
①フェロー語バラッドでは Ívint が子を孕ませる女性は未亡人という設定
であるが，Vita Kentigerni で Ewen が子を孕ませる Thaney はかねてより
聖母マリアの処女性を崇めている人物で，彼女が過去に結婚していたこ
とを示す記述はない。
②フェロー語作品では Ívint は未亡人のもとに泊まった時点では，肉体関
係は持つものの，彼に未亡人との結婚の意志があったとの記述はなく，
そもそもバラッド・サイクルの最後に Ívintが息子Galianの命で未亡人を
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娶るまで，Ívint が彼女に恋愛感情を抱いていることを示す記述はない。
一方のVita KentigerniではEwenは当初からThaneyに対して熱烈な恋心
を抱いた上で彼女との行為に及ぶのであり，彼女に対する愛情が薄れる
のは彼女との行為を終えた後である。
③Vita Kentigerniでは Ewen は女装をして Thaney との行為に及ぶが，フ
ェロー語バラッドでは Ívint は特に女装等の手段で正体を偽ることなく，
未亡人との同衾に及ぶ。
④フェロー語バラッドでは未亡人は，自分に肉体関係を無理強いし，翌
朝には自分を残して立ち去ってゆく Ívint に自らがないがしろにされたと
感じると，毒入りの飲み物を用いて彼に復讐するが，Vita Kentigerni の
Thaney は，自分に性行為を強要した Ewen（女装している）に復讐するこ
とはない。
⑤ Vita Kentigerni では Thaney が妊娠したことで，国の掟に従い，父王
から石打ちの刑を言い渡され，実際には車で丘の頂上から突き落とされ
るが，生き延びると網代舟で海へと流される。一方，フェロー語作品で
は未亡人の父や彼女の上の立場にある人物は登場せず，彼女が Ívint と肉
体関係を持たされたことが何らかの処罰の対象となることもない。
⑥フェロー語作品では，未亡人が息子を生んだ後，彼女が息子 Galian を
養育する様が記され，また，第Ⅳバラッド後半から第Ⅴバラッドにかけ
ては Galian の活躍も存分に描かれているが，Vita Kentigerniについては，
Kentigern の誕生までしか遺されておらず，「したがって，書物の後の部
分に記されているように，この行為については，はるか後になって自ら
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の息子の聖ケンティゲルンのおかげで（エウェンの）記憶に蘇るまでは，
この行為については（エウェンには）何とも思われていなかったのである
（Quod ergo factum pro nichilo deputatum illi, donec per sanctum Kentegernum 
filium suum tempore longo elapso ad memoriam revocasset, ut in sequentibus 
scriptum est.）（247頁）」との記述はあるものの，それを伝える部分は現存
しない。
一方，フェロー語バラッドは以下の点について，Vita Kentigerni と共通性
が見受けられる：
①両作品において Ívint / Ewen はいずれも相手の女性の意に反する形で
女性との性行為におよび，女性に子を孕ませる。
② Ívint / Ewen が子を孕ませる女性は日頃から殿方との関係を拒んでい
ることが記されている。フェロー語作品では女性は未亡人という設定で
あるが，Ívint の小姓の話では，未亡人はここ15年間，男性と寝床をとも
にしたことがないとあり（A，Ⅳ，第16スタンザ， ₃ - ₄ 行，211頁），また，
Ívint が寝床をともにすることを求めると，「苦しみを増やさないでほし
い。そなたと寝るにふさわしい婦人を手配してやる」と言って Ívint と寝
床をともにするのを拒む（A，Ⅳ，第20スタンザ， ₂ - ₄ 行，211頁）。一方の
Vita Kentigerniの Thaney は聖母マリアの処女性を崇敬し，自らも処女の
身を通している（245頁）。
③ Ívint / Ewen はともに相手の女性との性行為を終えると，ほどなく女
性のもとを去る。
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　このうち，③に関しては，Chrétien の Yvain やその直接の翻案作品にお
いても，Yvain およびその対応人物は，泉の貴婦人との結婚後，ほどなく
してアーサー王の一行と冒険を求めての旅に出ることを優先して泉の貴婦
人のもとを後にする点で，これらの作品群とも類似性が見られるが，①に
関しては，Chrétien の Yvain やその直接の翻案作品では主人公の騎士は泉
の貴婦人と肉体関係を持つことはなく，②に関しては，同じく Chrétien の
Yvain やその直接の翻案作品ではいずれも，泉の貴婦人は，夫である国の
領主が主人公の騎士（Yvain およびその対応人物）に一騎打ちで斃された直後
に夫の殺害者と再婚するよう侍女から助言を受け，それに抵抗こそすれ，
夫が決闘で斃されるまでは夫と夫婦関係にあったのであり，特段長期間に
亘って殿方との関係を拒み続けていたわけではなく，①と②に関しては，
フェロー語作品とVita Kentigerniにのみ共通して見られる特徴と言えよう。
₄ ．結語―Ívint HerintssonとVita Kentigerniとの関係の有無をめ
ぐって
　ここまでにおいて，アーサー王伝説に題材を取ったフェロー語バラッド
Ívint Herintsson における主人公の騎士 Ívint と，彼が子を孕ませる相手であ
る未亡人との関わりについて，Chrétien de TroyesのYvainの翻案作品 Ívens 
saga での対応人物にあたる Íven と泉の貴婦人の相互の関わりと比較し，そ
の上で，Chrétien 作品や Ívens saga とは相違が見られながらも，スコット
ランド聖人伝 Vita Kentigerni の物語と類似性が見られる点を中心に Vita 
Kentigerni との比較を試みた。
　先にも述べたように，Vita Kentigerni については，Chrétien の Yvain の
物語との類似，あるいは，Yvain と共通の素材に由来する部分を含むので
はないかという点については先行研究で繰り返し指摘されてきたが，先行
研究ではフェロー語バラッド Ívint Herintssonにおける Ívintと未亡人をめぐ
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るエピソードと Vita Kentigerni の内容との関係についての指摘はない。
　勿論，このフェロー語バラッド作品における Ívint と未亡人との関わりを
めぐるエピソードと Vita Kentigerni の間には何ら関係はなく，フェロー語
バラッド作品で伝わる内容が Ívens saga の基本的な枠組みを継承し，また，
アーサー王伝説に題材を取った他のサガ作品からもモチーフを得ながら，
たまたま Vita Kentigerni の内容に類似した形へと物語が編まれたに過ぎな
いという可能性もあろう。
　一方，フェロー語バラッド Ívint Herintsson に関しては，先述のように，
少なくとも，本稿で取り上げ，Ívint と未亡人との関わりが描かれている第
Ⅳバラッド Galians táttur fyrri と第Ⅴバラッド Galians táttur seinni につい
ては，アーサー王伝説に題材を取った現存しないサガ作品（外国語原典に忠
実な翻案物ではなく，それらからモチーフなどを借用してアイスランドで独自に物
語が作られた作品）が存在したのではないかと指摘されているが（Liestøl 1915: 
188），仮にもし，そのような現存しないサガが存在していたのであれば，
Vita Kentigerni の内容が何らかの経緯で北欧語圏へ伝播し，フェロー語バ
ラッド Ívint Herintsson の後半部のもとになった現存しないサガ作品の内容
に取り込まれた可能性が，もし，そうしたサガが存在しなかったのであれ
ば，Vita Kentigerni の内容が直接フェロー語バラッドの物語に取り込まれ
た可能性が問題となる。
　もし，Vita Kentigerni が北欧へ伝播し，その内容がフェロー語バラッド
Ívint Herintsson の後半部か，あるいはそのもとになった現存しないサガ作
品に影響を及ぼしていたのであれば，北欧語圏に騎士 Ewen / Íven をめぐ
る物語が Chrétien のYvainのノルウェー語翻案（そして，さらにそのアイスラ
ンド語への翻案）と聖人伝 Vita Kentigerni の伝播という ₂ つのルートを通じ
て伝播していたことになる。
　一方で Hill（1986）20）は，Vita Kentigerni の，「作品の主人公が神の意志に
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よって何らかの特別な目的を背負うべく定められており，その父が，主人
公の母となる女性に正面から求婚するも拒まれることが続くと，女装して
乱暴に及び，主人公を妊娠させる」という内容について，デンマークの歴
史家 Saxo Grammaticus（1150頃 -1220）の著作 Gesta Danorum（『デンマーク
人の事績』）21）における Othinus と Rinda のエピソードと類似が見られると指
摘し，初期中世ではスカンディナヴィア圏とスコットランドの間は文化面
の交流が深かったことから，この物語が片方の地域からもう片方の地域へ
比較的容易に伝わり得たのではないかと指摘している（Hill 1986: 232-₄）。な
お，司教 Herbert の命による方の Vita Kentigerni が著されたのは1147年～
1164年とされ，Gesta Danorum の成立はそれより後と考えられているが，
Hill（1986）が考えているのは北欧語圏からブリテン島へ向けての伝播であ
る。すなわち，物語が書物の形に書き著されてから伝播したのではなく，
Gesta Danorum に Othinus と Rinda のエピソードとして取り込まれること
になる形の「作品の主人公が神の意志によって何らかの特別な目的を背負
うべく定められており，その父が，主人公の母となる女性に正面から求婚
するも拒まれることが続くと，女装して乱暴に及び，主人公を妊娠させる」
という物語が，書物として書き著されるよりも前の時点で，デンマークを
含む北欧語圏からブリテン島に伝播し，それが Herbert 版 Vita Kentigerni
の中に取り込まれたのではないかと指摘しているのである（Hill 1986: 234-₆）。
　もしそうであるならば，「Gesta Danorumに取り込まれてOthinusとRinda
のエピソードのもとになり，かつブリテン島に渡って Vita Kentigerni にも
取り込まれた北欧語圏の物語が，フェロー語バラッド Ívint Herintsson の後
半部，ないしはそのもとになった現存しないサガ作品にも影響を及ぼした」
という可能性も存在することになる。その場合，フェロー語バラッド Ívint 
Herintssonの後半部とHerbert版Vita Kentigerniは，共通の題材からモチー
フを得ていることになる。
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　ただ，いずれにしてもフェロー語バラッド Ívint Herintsson の後半部の物
語と Herbert 版 Vita Kentigerni の物語の関係をめぐっては，確固たる証拠
を基に断定的な事を言える段階にはなく，今後は，Vita Kentigerni に記さ
れた物語とフェロー語バラッド Ívint Herintsson の物語の関連性の有無にさ
らに迫るべく，引き続き関連する作品の調査を行ってゆきたい。
付　記
　本稿は日本中世英語英文学会東支部第33回研究発表会（於 金沢学院大学，
2017年 ₆ 月17日）における口頭発表原稿に加筆修正を施したものである。貴重
な御意見をくださった方々に感謝申し上げたい。
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